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研究要旨 

 新型コロナウイルス感染症は、2022年3月までに６波を数える全国的流行を認め、主として

大都市圏を中心に流行が繰り返されている。診療所では、発熱外来に限らず新型コロナウイル

ス感染も疑われる患者の受診を想定する必要があり、訪問看護ステーションは感染者や濃厚接

触者のケアが求められる。また、保健所等と連携して、新型コロナウイルス感染を同定するた

めのPCRセンターを設置することが、地域の医師会や医療機関に求められることもある。本分

担研究では、診療所領域の好事例を集約し、実地での感染対策についての実践的に役立つ資材

を開発するとともに、これらの研究成果をもとに、オンラインでの研修会やガイドライン作成

に協力するなどして、感染対策の普及に努め、地域ごとの特性を踏まえた活用について提言し

た。 
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Ａ．研究目的 

2019 年 12 月に中国武漢に端を発した新型

コロナウイルス感染症は、世界各地へと感染

が広がり、大きな被害をもたらしてきた。国

内においても、2022年3月までに６波を数え

る全国的流行を認めている。 

主として大都市圏を中心に流行が繰り返さ

れ、2022年3月までに650万人以上の陽性者

を確認し、2万8千人以上が死亡している。 

一方で、ワクチン開発は迅速に進められ、

国内でも３回目までは順調に進んできた。抗

ウイルス薬や人工抗体薬など新しい治療法も

定着してきている。ただし、いずれもパンデ

ミック克服の決定打とはならないため、当面

は、それぞれの現場で感染対策を強化するこ   

 

とが求められる。 

診療所では、発熱外来に限らず新型コロナ

ウイルス感染も疑われる患者の受診を想定す

る必要があり、訪問看護ステーションは感染

者や濃厚接触者のケアが求められる。また、

保健所等と連携して、新型コロナウイルス感

染を同定するためのPCRセンターを設置する

ことが、地域の医師会や医療機関に求められ

ることもある。 

領域別の新型コロナウイルス感染症対策に

関する本研究において、本分担研究では、診

療所領域の好事例を集約し、実地での感染対

策についての実践的に役立つ資材を開発する。 

 

Ｂ．研究方法 

一般診療所における感染対策について、そ

の実践手順について、新型コロナウイルス感

染症の外来および在宅医療に関わった経験の

ある医師により実践例を紹介した。また、離

島に求められる追加的対策について、離島診

療所の医師により実践例を紹介した。 

訪問看護ステーションなど在宅医療分野に

おける感染対策について、感染管理看護師お

よび訪問看護ステーションの看護師により実

践例を紹介した。 

PCR 検査センターについて、都市部および

地方都市において設置に関わった担当者によ

り実践例を紹介した。 

また、2021年度には、これらの研究成果を

もとに、オンラインでの研修会やガイドライ



ン作成に協力するなどして、感染対策の普及

に努め、ウイルスの変異株の特性なども踏ま

えながら、地域ごとの特性を踏まえた活用に

ついて提言した。 

 

（倫理面への配慮） 

とくになし 

 

Ｃ．研究結果 

一般診療所における新型コロナウイルス感

染対策、離島診療所における追加的感染対策

の実例、在宅医療分野における新型コロナウ

イルスへの対策、都市部におけるPCR検査セ

ンターの開設、地方都市における地区医師会

が運用するPCR検査センターの運用について、

それぞれの担当者からの聞き取り、現場の視

察を行い、得られた情報をふまえて手引きを

作成した。 

2021年度は、日本プライマリ・ケア連合学

会による「新型コロナウイルス感染症 診療

所・病院のプライマリ・ケア初期診療の手引

き」、日本在宅ケアアライアンスによる「「新

型コロナウイルス感染症の自宅療養者に対す

る医療提供プロトコール」の作成および改定

に分担研究者らが参加し、本研究の成果を反

映させて普及に協力した。また、地域からの

要請に応じて、分担研究者らがオンライン研

修等を実施した。 

 

Ｄ．考察 

全国的な流行を繰り返しながら、新型コロ

ナウイルスの軽症者や濃厚接触者の診療やケ

アが日常的に求められるようになっている。

とくに、病床がひっ迫した状況では、中等症

以上の患者であっても在宅や施設での療養支

援が求めらる状況も発生している。また、PCR

検査センターは各地に設置され、多くは民間

事業者に移行したり、一部は自治体による運

用が続いている。 

本分担研究で作成した手引きや協力したガ

イドラインについては、こうした場面におけ

る現場の担当者らの感染対策に活用されてい

る。 

 

Ｅ．結論 

本分担研究では、診療所領域の好事例を集

約し、実地での感染対策について実践的に役

立つ資材を開発した。エビデンスが限られた

中で、混乱しがちな新興感染症への対策であ

るが、好事例を中心にして手引きを作成する

ことで、医療従事者と患者の安全を守りなが

ら、診療とケアを実践することに役立ってい

る。 
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総括研究報告書にまとめて記載。 
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